
令和６年度千葉県学力向上通信 vol.３

COMPASS
答えの無い問いを探していく。そんな時代だから目指す方位を指し示すものが必要だ。そのようなものに私はなりたい。

「COMPASS」へのアクセスはこちらから
↓

学力向上の視点～理科編～
今年度の全国学力・学習状況調査では質問調査に「理科の授業では、自分の予想をもとに

観察や実験の計画を立てている。」という内容がありましたが、授業づくりで参考になる
資料はありますか。

今年度のCOMPASS vol.1では、千葉県の事例を紹介しましたが、国立教育政策研究所の
ホームページでも、全国学力・学習状況調査の課題を踏まえた実践事例が紹介されています
ので、ぜひ参考にしてください。

国立教育政策研究所の資料
１ 授業アイディア例（https://www.nier.go.jp/jugyourei/r04/index.htm）

理科の事例はＲ４、Ｈ３０、Ｈ２７、Ｈ２４年度のページで紹介されています。
教師の発問や予想される児童生徒の発言も掲載されており、見やすくまとめられています。

【Ｒ４年度の例（左：小学校、右：中学校）】
予想や仮説と異なる結果が出る場合について、結
果の意味を考え、観察、実験の操作や条件の制御
などの探究の方法について検討し、探究の過程の
見通しをもつことができるかどうかをみる

【Ｒ４全国学力・学習状況調査（中学校）】【問題 ８（２） 出題の趣旨】

中 学 校 正答率 無解答率 自校

全 国 ５５．１％ １４．９％ ％

千 葉 県 ５３．５％ １７．２％ ％

予想が確かめられた場合に得られる結果を見通し
て、問題を解決するまでの道筋を構想し、自分の考
えをもつことができる

【Ｒ４全国学力・学習状況調査（小学校）】【問題 ４（２） 出題の趣旨】

小 学 校 正答率 無解答率 自校

全 国 ６４．５％ １．３％ ％

千 葉 県 ６１．２％ １．１％ ％

⾃分の予想どおりの結果の⾒通しを

もつだけでなく、他者の予想どおり
の結果について⾒通しをもてるよう
にすることが⼤切である。

授業改善のポイント

仮説を検証するための探究の方法はどうあれば
よいか、［結果の予想］と異なる結果が出る場合を
想定することで、課題を解決するまでの探究の過程
を見通し、主体的に取り組んでいくことができる。

授業改善のポイント
具体的なやりとりで
書かれているので、
授業作りに生かしやす
いですね。

Ｈ２７年度、３０年度の授業アイディア例では、調査結果から明らかになった課題の解決に向けた観点として以下の３つの
タイプを設け、様々な方向から課題の解決に取り組めるようになっています。
TYPEⅠ 児童生徒のつまずきの状況を把握し、その解決を図りたいとき TYPEⅡ 短時間で知識・技能の定着を図りたいとき
TYPEⅢ 数時間にわたる学習過程の中で、知識・技能の習得と活用を図りたいとき

【Ｒ６学校質問調査】
自ら考えた予想や仮説をもとに、観察、実験の計画を立てることができるような指導を行いましたか【小学校】

自ら考えた仮説をもとに、観察、実験の計画を立てることができるような指導を行いましたか【中学校】
（小学校）よく行った どちらかといえば、行った （中学校）よく行った どちらかといえば、行った

38.7％ 56.1％ 全 国 26.2％ 57.9％

33.2％ 62.2％ 千 葉 県 22.7％ 61.1％

％ ％ 自 校 ％ ％

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou2020.html
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r04/index.htm
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r04/index.htm


NHK for School（理科のページ）
https://www.nhk.or.jp/school/rika/
学年ごとに活用できるよう見やすくまとめ

られています。短い動画（１～２分）も多く、
「見いだす」場面「まとめあげる」場面など、
様々な場面で活用が可能です。

動画以外にも１人１台端末での
利用が可能な「ものすごい図鑑」
等もあります（下図）。
https://www.nhk.or.jp/school/zukan/

観察や実験が難しい題材の場合、どのような授業づくりをすればよいでしょうか？

理科の授業では、観察や実験といった実体験を伴う学習が 大切になりますが、
観察や実験が難しい題材では、視聴覚教材の活用も効果的です。１人１台端末を
使用し、児童生徒自身が「自分で取り組む」場面で扱えるものも増えています。

各学校で使用している教科書に掲載されている二次元コード等からも、視聴覚教材が活用
できます。実態に応じて活用を検討してみてください。

ドリル学習にも、１人１台端末を使用した方がよいのでしょうか。

１人１台端末を活用すると、子供一人一人に応じた学習に取り組む機会を
提供できるメリットがあります。紙媒体での学習と並行して、端末を活用
したドリル学習を経験する場面も、必要に応じて設定してください。

○ちばっ子チャレンジ１００（小学校） ちばのやる気学習ガイド（中学校）
令和５年度に、国語と理科の問題を更新しました。
具体的に学校で活用されている実践方法も紹介しています。

※上記の問題は、紙媒体以外にも学習eポータルを活用して教師が指示を出すことで、児童
生徒がオンラインで問題に取り組めるようになります。

Mitaka プログラム：加藤 恒彦
国立天文台４次元デジタル宇宙プロジェクト
https://4d2u.nao.ac.jp/mitaka/
学校の授業であれば、無償で利用できる

Windows用のソフトです（校外での利用は
要申請）。管理者権限によるインス
トール不要で動作し、利用しやすい
ことも特徴です。太陽や星空の経時
変化、日食や月食も再現できます。

※令和7年度の全国学力・学習状況調査では中学校理科がCBTで行われます。

２ 理科映像指導事例集（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/rika/r01.html）

小・中学校で行われた授業の動画が、それぞれ６事例視聴可能です。
学習指導案（PDF）も併せて掲載されています。

【小学校の事例】 【中学校の事例】
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